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　 203に 対ずる質問　　　　 （東京警察）田中　敏晴

　contac む sectar 　 scanning に よ る断層写真が，果 し

て 大横径部分の もの であ る か ， 否 か ， どの 様 に して判定

して い られ る か ， お 訊 ね した い ．

　答弁　　 　　　　　　　　（順天堂大）竹内　久弥

　児頭 の 輪廓が ， ゆがみ が な く， 全体 に きれい に 描写 さ

れて い る場合に 横断面 を みて い る と考 え ， ｛れ の 最大部

分 を描写 す れ ば こ れ を大横径 と考 え る．

　 199− 203に対する質問　 （国立 第 2 ）磯野　光志

　  　 marker の 換算法

　  Out 　put 　gain （A ・Scope） の 関係に つ い て

　　　御教示願 い ま す．

　答弁　　　　　　　　　　（東京警察）須田稲次郎

　1） marker は 1　cn］間 隔 に 入 れ ， こ れ は 日本無線製

test　 piece を用 い て ， 正 確に 入 る が ， こ れ の 音速 は

1500m ！s
−
（rあ り， 胎児児頭 の 音速 は1520mtsec である の

で，こ の 点 か らの 測 定上 の 誤差は 1 ％ 内外で あ りま す ．

　2） A ス コ ー一プ法装置 の条 件．は gain　5．5，0ut 　 put

O〜 1．0，
rejection 　O ，です．

　 203に対 す る 質問　　　　　 （慶応大）柳田洋一郎

　帝切 ざ れ た場合 の 誤差 の 範囲は 如何です か ．

　答弁　　　　　　　　　　順天堂大　竹内　久弥

　帝 切 児 と経腟分娩児 との 測定誤差の 比較は特 に 行つ て

い な い が ， 帝切児の 場 合で も或る程度 の 誤差 は 生 じて い

る ．そ の 理 由は 実測値に も誤差 が あ る か らであ り， 経膣

分 娩経過 に よ る児頭変形程度 と測定値 の 誤差との間に 大

き な 差 は な い も の と考 え る ．

　 204．脳 波 よ りみた妊娠，分娩と脳活動

　　　　　　　　　　　　 （横浜市大）　 土橋 　招
一

　妊娠，分 娩 と脳活勤 との 関係を追究 した 研究は極め て

少 く，しか も妊娠 ， 分娩に 関係す る ホ ル モ ン の 分泌量 の

激変に対す る視床下部 ， 下垂体系活動 の 対応機構 に 関 し

て は殆ん ど研 究 され て い ない ．そ こ で成熟雌 ウ サ ギを用

い て慢性同心電極を脳内諸部位に植込み，脳波 を指標と

して ，妊娠，分娩，就中分 娩前後に お け る脳活動につ い

て 追究 した ，

　 （1） 脳の興奮性 の 変動 に つ い て ：　 妊娠経過に従つ

て ，中脳部網様体汎賦活系 の 高頻度刺激に よ る大脳皮質

前頭部に お け る覚醒賦活閾値及び 中隔野 に低頻度刺激 を

与え ，
EEG 　 afterreaction 誘発閾値 を測定 した結果，

前者は 分娩前 2− 3 日に最高値を示 し ， そ の 後分娩開始

時期に向つ て急降傾向を示 した，後者 は妊娠日数の 進行

と共 に漸昇し分 娩直前頃に 最高値 に 達 し，分娩後は 急降

した ．

　 （2）　自発性 EEG 　 afterreaction の発現に つ い て ：

分娩開始時期 に近 づ くに つ れ て こ の発現量 は 次第に 減少

し O・一一一112 倍 とな り，分娩後 は 急激に増し非妊娠時の 1．5

・− 3．0倍に達 した ．

　 （3） EEG 　 pattern の変化につ い て ：　 妊娠初期 に

大脳皮質前頭部に long　lasting　 spindle 　bursts が み ら

れ ，妊娠 中期 か ら は縁辺 部 に も こ れ が み られ た ．皮質下

で は大部分 の部位が妊娠日数の 進行と ともに 活動水準の

低下 をき たすに も か か わ らず，海馬で は 上昇の傾向を示

した 。正 中 隆 起 部 附近 で は 速 波成分 の 比 較的増加 を妊 娠

中期 に み ， 分娩前 2− 3 日 に 再 び増加 の 傾向を 示 した ．

中脳部網様体で は妊娠中期以後徐波成分 の 増加 を 認め

た ．

　 以 上 ， 脳諸部位の 電気的活動 は ， 妊娠に伴うホ ル モ ン

の 変動の影響を うけて そ の 興奮性 に 高低を生 じ，こ れが

下 垂 体前葉 の 90nadQtroPhin 分 泌 に 対す る feed　 back

的調節に影響を及ぼ す こ とが推定 され る．特 に 分娩開 始

数 日 前に 既 に 脳の 興奮性 が高ま つ て い て，脳 は 分娩準備

態勢 に移行して い る とい うこ とは 興味深 い ．

　 205．乳汁分 泌抑制 に対 す る両 性 ホ ル モ ン剤 と キ モ タ

ブ錠併用 によ る効果 に就 いて

　　　 （葛飾赤 十 字産院）　 河井 　儀 三 ， 竹 石　芳光

　 乳汁分泌抑制 を 必要 とす る褥婦70例 を対象と し ， 46例

に 両性 ホ剤デ ポ （テ ス トス テ ロ ン ・エ ナ ン テ
ー 1・　65mgと

エ ス トラ ヂ オ ール 。ワ レ リァ ナ
ー

ト4 皿9 ）筋注 と 同 時 に

キ モ タ ブ 錠 （1錠 中に プ ロ メ ラ イ ン 2 万 単位と結晶 ト リ

プ シ ン 2500単位） 6錠宛 ， 分三 で 5 日間，内服投与 し，

5 日 目に判定 した ．尚24例 に は両性 ホ 剤 デ ポ 筋注 の み を

行つ た ．

　 成績

1） 分 娩直後 の 投与例 の 効 果
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